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目 的

中海にはかつて多数の浅場が存在し，生物の多様性を

実現すると共に水質の改善に大きく寄与していた．しか

し，淡水化事業と並行して行われた干拓地の造成と沿岸

部の護岸工事によってほとんどの浅場が失われ，本来遠

浅であった沿岸水域の多くが水深の深い地形へと変化し

た．それに伴って湖岸は貧酸素水塊の影響をより多く受

けるようになり，水質は悪化した．中海では悪化した水

質の改善努力が続けられているが，水質はこの１０年間大

きな変化がなく，改善はみられていない．そのため国土

交通省では，宍道湖・中海の沿岸環境を改善し生態系の

回復を図ることで，自然の自浄機能の回復させ，水質を

改善することを目的として，浅場造成・殖生態整備など

を進めつつある．

本研究では，造成された浅場において環境がどのよう

に変化したかを調べるとともに，原生動物を指標として

生物の生態系や多様性がどのように変化したかを明らか

にすることを目的とした．

方 法

東出雲町下意東の白鳥海岸に造成された浅場内と，近

傍の浅場造成を行っていない箇所に調査区を設定した．

調査期間は２００８年１月から２００９年１２月までの２年間と

し，各調査区とも月２回の採水を行った．採水サンプル

は，水質の分析をするとともに，原生動物の同定と生息

密度測定を行った．

結 果

調査期間において，繊毛虫の種数は２００８年に１０種，２００９

年に１５種であった。鞭毛虫は２００８年に４０種と２００９年に

４３種であり，繊毛虫，鞭毛虫共に大きな変化は見られな

かった（表１）．また，浅場整備区と非整備区においても

種数とその種組成に大きな違いは見られなかった．一方，

COD，TN，TPなど富栄養化を示す化学指標について

も，２００８年と２００９年の間で，月ごとの変動傾向に大きな

違いは見られなかった．しかし，各水質項目の年平均値

や月ごとのピーク値などはわずかながら減少する傾向に

あった．２００９年に整備区において Prorocentrum minimum

による赤潮の発生がみられたほか，赤潮までには至らな

かったものの Heterocapsa rotundata の大量発生がみられ

るなど，富栄養化に伴うプランクトンの大量発生は続い

ていることが示された．なお，浅場整備区内には一部で

コアマモの定着がみられ，生物の定着や砂の流出防止に

一定の効果がみられた．

考 察

生物を環境の指標として用いる方法は従来から知られ

ているが（盛下，１９６６），近年特に原生動物で環境評価を

行う重要性が認知されてきた（盛下，２００４）．原生生物を

用いるメリットとしては，水質のわずかな変化に反応す

る，短期的な水質変化（インパクト）についても検出可

能である，判定までの時間が短い，化学分析の項目に無

い毒性物質の評価が可能，コストが低い等の点があげら

れる．本研究において，下意東地区の浅場造成区間では

未だ水質の改善が進んでおらず，微生物のレベルでは生

物多様性が回復していないことが明らかとなった。しか

し，コアマモなど原生生物以外の生物の定着も始まって

おり，今後の複数年に渡る調査を続ける必要がある．
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表１ 原生生物の種数および水質

整備区 非整備区

２００８ ２００９ ２００８ ２００９

繊毛虫（種数） １０ １６ １０ １５

鞭毛虫（種数） ４０ ４３ ２９ ４３

水温（℃） 平均 １６．７ １６．８ １８．２ １７．７

最大 ３１．０ ２８．６ ３１．０ ２６．９

最低 ４．０ ６．０ ３．４ ３．５

COD（mg/l） 平均 ５．３ ４．８ ５．３ ４．８

最大 ８．６ ７．０ ０．７５ ０．７５

最低 ４．１ ３．４ ０．３４ ０．３５

TN（mg/l） 平均 ０．４６ ０．４３ ０．５２ ０．５３

最大 ０．７０ ０．７５ ０．７５ ０．７５

最低 ０．３４ ０．３４ ０．３５ ０．３２

TP（mg/l） 平均 ０．０５３ ０．０３７ ０．０６５ ０．０４５

最大 ０．０９７ ０．０４３ ０．１２０ ０．０６１

最低 ０．０３２ ０．０２５ ０．０４３ ０．０４１
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